
　 
　農業用水の大きな特徴は、自然界の水の循環と一体となって、ムダなく利用されていることです。

　川の上流で取り入れられた農業用水は利用された後、その大部分が川や地下水に戻り、下流で再び農業用水や水道
用水、工業用水などに利用されます。

　また、水田や水路を通るうちに、ろ過されたり酸素を取り込んだりして、水質も浄化されます。

　 

出典）　「水のはなしⅢ」P.114　技報堂（1982） 
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